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能　
界　
展　
望　
二
〇
一
八
年
（
平
成
三
十
年
） 
高　
橋　
悠　
介
は
じ
め
に
　
平
成
29
年
に
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ 
Ｓ
Ｉ
Ｘ
の
中
と
い
う
新
し
い
装
い
で
開
館
し
た
観
世
能
楽
堂
も
一
周
年
を
迎
え
、
能
楽
フ
ァ
ン
の
間
で
も
、
こ
の
新
し
い
能
楽
堂
が
徐
々
に
馴
染
ん
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
5
月
に
は
、
一
周
年
記
念
で
屋
上
の
ガ
ー
デ
ン
で
薪
能
も
行
わ
れ
、
4
日
は
観
世
宗
家
が
、
5
日
は
坂
口
貴
信
が
シ
テ
で〈
土
蜘
蛛
〉を
披
露
し
た
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
野
村
太
一
郎
・
三
宅
右
矩
ら
に
よ
る
狂
言〈
柿
山
伏
〉も
上
演
さ
れ
た
。
ま
た
、
7
月
31
日
に
は
、
観
世
能
楽
堂
で
、
音
阿
弥
生
誕
620
年
記
念
・
観
世
能
楽
堂
開
場
一
周
年
記
念〈
音
阿
弥
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉が
開
催
さ
れ
た
。
第
一
部
で
は
観
世
流
・
宝
生
流
・
金
剛
流
の
三
宗
家
が
揃
っ
て
江
戸
城
で
の
謡
初
式
を
再
現
、
第
二
部
で
は
松
岡
心
平
と
二
木
謙
一
ら
に
よ
り
、
武
家
儀
礼
と
能
の
密
接
な
関
係
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
　
ま
た
、
国
立
能
楽
堂
が
開
場
35
周
年
を
迎
え
、
後
述
す
る
様
々
な
記
念
公
演
が
開
催
さ
れ
た
。
7
月
31
日
に
は
、
開
場
35
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
観
世
三
代
と
室
町
将
軍
～
能
と
権
力
～
」
が
あ
り
、
観
阿
弥
・
世
阿
弥
・
音
阿
弥
と
室
町
将
軍
家
の
関
係
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
。
第
一
部
は
、
松
岡
心
平
・
小
川
剛
生
に
よ
る
基
調
講
演
「
観
世
三
代
と
室
町
将
軍
」、
第
二
部
は
音
阿
弥
が
演
じ
た
記
録
が
残
る〈
善
知
鳥
〉を
観
世
宗
家
が
舞
囃
子
形
式
で
上
演
、
第
三
部
は
観
世
宗
家
と
桜
井
英
治
・
小
川
剛
生
・
松
岡
心
平
に
よ
る
座
談
会
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
な
お
、
平
成
30
年
1
月
7
日
に
は
兵
庫
県
西
宮
市
に
西
宮
能
楽
堂
が
開
館
し
た
。
阪
神
電
鉄
鳴
尾
駅
か
ら
徒
歩
5
分
の
位
置
で
あ
る
。
　
国
立
能
楽
堂
の
展
示
室
で
は
、
開
場
35
周
年
記
念
特
別
展
「
土
佐
山
内
家
の
能
楽
」（
8
月
30
日
～
11
月
4
日
）が
開
催
さ
れ
た
。
土
佐
藩
主
・
山
内
家
伝
来
の
能
・
狂
言
面
、
能
装
束
、
楽
器
を
、
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
の
所
蔵
品
を
中
心
に
紹
介
し
た
内
容
で
、
9
月
26
日
に
は
同
博
物
館
長
の
渡
部
淳
と
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
の
宮
本
圭
造
両
名
に
よ
る
特
別
講
座
「
土
佐
山
内
家
の
能
楽
」
も
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
年
は
他
に
も
能
・
狂
言
面
の
展
示
企
画
が
幾
つ
も
あ
っ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。
ま
ず
、
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ 
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
で
開
催
さ
れ
た
「
猿
楽
と
面
─
大
和
・
近
江
お
よ
び
白
山
の
周
辺
か
ら
─
」
展（
3
月
10
日
～
6
月
3
日
）は
、
副
題
に
あ
る
通
り
、
大
和
・
近
江
お
よ
び
白
山
の
参
拝
口
の
祭
礼
で
使
わ
れ
た
面
な
ど
を
広
く
集
め
た
展
示
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
、
展
示
替
え
も
含
め
て
、
の
べ
350
点（
う
ち
重
要
文
化
財
80
点
）
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の
面
が
展
示
さ
れ
た
が
、
こ
こ
ま
で
多
く
の
面
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
は
稀
で
あ
り
、
交
通
の
面
で
は
遠
い
会
場
な
が
ら
、
足
を
運
ぶ
甲
斐
の
あ
る
充
実
し
た
展
示
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
東
京
国
立
博
物
館
で
も
、
特
集
展
示
「
日
本
の
仮
面〈
能
狂
言
面
の
神
と
鬼
〉」（
3
月
20
日
～
4
月
22
日
）が
あ
り
、
関
連
企
画
と
し
て
3
月
30
日
に
は
同
館
平
成
館
大
講
堂
で
、「
日
本
文
化
と
の
出
会
い
～
ト
ー
ハ
ク
能
」
と
題
し
て
、
半
能〈
嵐
山
・
白
頭
〉（
シ
テ
本
田
光
洋
）も
上
演
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
國
學
院
大
學
博
物
館
の
特
別
展
「
狂
言
─
山
本
東
次
郎
家
の
面
」（
5
月
26
日
～
7
月
8
日
）で
は
、
大
蔵
流
狂
言
方
・
山
本
東
次
郎
家
に
伝
わ
る
狂
言
面
32
点
や
道
具
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
5
月
26
日
に
は
山
本
東
次
郎
に
よ
る
講
演
会
も
開
催
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
三
井
記
念
美
術
館
で
は
、
「
金
剛
宗
家
の
能
面
と
能
装
束
」
展（
6
月
30
日
～
9
月
2
日
）が
開
催
さ
れ
、
金
剛
宗
家
の
「
雪
の
小
面
」
と
三
井
記
念
美
術
館
の
「
花
の
小
面
」
が
並
ん
だ
の
も
話
題
と
な
っ
た
。
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
の
「
林
原
美
術
館
所
蔵 
大
名
家
の
能
装
束
と
能
面
」
展（
10
月
6
日
～
11
月
25
日
）で
も
、
岡
山
県
の
林
原
美
術
館
が
所
蔵
す
る
岡
山
藩
主
・
池
田
家
伝
来
の
能
面
・
能
装
束
が
展
示
さ
れ
た
。
　
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
能
楽
の
享
受
空
間
と
し
て
、
3
月
に
日
本
橋
に
舞
台
を
備
え
た
「
水
戯
庵
」
が
開
店
し
た
こ
と
に
ふ
れ
て
お
く
。
こ
れ
は
、
ア
ー
ト
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
木
村
英
智
が
手
掛
け
た
、
能
楽
や
日
本
舞
踊
な
ど
を
お
酒
・
食
事
と
共
に
楽
し
め
る
、
劇
場
型
レ
ス
ト
ラ
ン
＆
ラ
ウ
ン
ジ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
空
間
は
、
人
に
よ
っ
て
評
価
が
分
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
能
楽
を
楽
し
む
人
々
の
裾
野
を
広
げ
、
多
様
な
楽
し
み
方
の
形
態
が
で
き
る
こ
と
自
体
は
、
良
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
以
下
、
平
成
30
年
の
能
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
を
紹
介
す
る
。
四
世
梅
若
実
襲
名
披
露
能
、
八
十
一
世
金
春
憲
和
金
春
流
宗
家
継
承
披
露
能
、
葛
野
流
宗
家
継
承
披
露
・
広
忠
の
会
な
ど
、
節
目
の
記
念
公
演
も
あ
っ
た
一
方
で
、
一
噌
仙
幸
や
藤
田
六
郎
兵
衛
と
い
っ
た
、
数
多
く
の
舞
台
を
支
え
て
き
た
囃
子
方
の
名
手
を
失
っ
た
衝
撃
も
大
き
い
年
で
あ
っ
た
。
な
お
、
紹
介
に
あ
た
り
、
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
重
要
な
公
演
を
紹
介
し
そ
び
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ご
容
赦
願
い
た
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
【
記
念
能
】
◎
野
村
萬
米
寿
記
念
公
演
　
1
月
8
日
。
国
立
能
楽
堂
。〈
三
番
叟
・
式
一
番
之
伝
〉野
村
萬
、
狂
言〈
蝸
牛
・
替
之
型
〉野
村
又
三
郎
、
新
作
狂
言〈
信
長
占
い
・
一
管
〉野
村
万
蔵
、
狂
言〈
若
菜
・
立
合
小
舞
・
新
作
下
リ
端
〉野
村
萬
、
野
村
万
蔵
、
ほ
か
。〈
三
番
叟
・
式
一
番
之
伝
〉は
横
道
萬
里
雄
原
案
、
七
世
野
村
万
蔵（
当
時
）演
出
で
、
平
成
11
年
に
初
演
し
た
も
の
。〈
信
長
占
い
〉
は
、
磯
田
道
史
作
・
九
世
野
村
万
蔵
演
出
で
、
平
成
29
年
7
月
に
初
演
し
た
新
作
狂
言
で
、
笛
入
り
の
新
演
出
で
上
演
。
◎
四
世
梅
若
実
襲
名
披
露
能
　
3
月
25
日
。
観
世
能
楽
堂
。〈
翁
・
談
山
式 
日
吉
之
式
〉梅
若
実
・
山
本
則
重
・
観
世
喜
正
、
舞
囃
子〈
梅
と
橘
〉梅
若
実
、
山
本
東
次
郎
、
半
能〈
絵
馬
〉観
世
銕
之
丞
ほ
か
。
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◎
金
剛
能
楽
堂
開
館
15
周
年
記
念
公
演
　
4
月
7
日
。
金
剛
能
楽
堂
。〈
翁
・
弓
矢
立
合
〉観
世
清
和
、
金
春
安
明
、
金
剛
永
謹
、〈
正
尊
〉宝
生
和
英
、
金
春
憲
和
、
金
剛
龍
謹
、
狂
言
〈
末
広
か
り
〉茂
山
千
作
ほ
か
。
◎
八
十
一
世
金
春
憲
和
金
春
流
宗
家
継
承
披
露
能
　
5
月
4
日
。
宝
生
能
楽
堂
。〈
翁
・
十
二
月
往
来 
父
尉
延
命
冠
者
〉
金
春
憲
和
、
半
能〈
高
砂
〉金
春
穂
高
、〈
佐
渡
〉金
春
安
明
ほ
か
。
◎
亀
井
俊
雄
50
回
忌
追
善
・
葛
野
流
宗
家
継
承
披
露 
広
忠
の
会
　
8
月
25
日
。
観
世
能
楽
堂
。〈
翁
・
弓
矢
立
会
〉梅
若
実
、
観
世
銕
之
丞
、
大
槻
文
藏
、
舞
囃
子〈
高
砂
・
舞
序
破
急
之
伝
〉金
春
憲
和
、
一
調
〈
八
島
〉辰
巳
満
次
郎
、
飯
嶋
六
之
佐
、
一
調〈
東
北
〉櫻
間
右
陣
、
内
田
輝
幸
、
舞
囃
子〈
安
宅
・
延
年
之
舞
〉宝
生
和
英
、
一
調〈
芭
蕉
〉金
剛
永
謹
、
亀
井
広
忠
、
一
調〈
鐘
之
段
〉梅
若
実
、
亀
井
俊
一
、
舞
囃
子〈
融
〉
友
枝
昭
世
、
一
調〈
江
口
〉梅
若
万
三
郎
、
亀
井
忠
雄
、〈
道
成
寺
〉観
世
清
和
、
ほ
か
。
◎
国
立
能
楽
堂
開
場
35
周
年
記
念
公
演
9
月
5
日
、〈
翁
〉金
剛
永
謹
、〈
松
竹
風
流
〉大
藏
彌
太
郎
、〈
井
筒
・
物
著
〉観
世
清
和
、〈
乱
・
置
壺
〉片
山
九
郎
右
衛
門
。
9
月
8
日
、〈
安
宅
〉武
田
孝
史
、
狂
言〈
栗
焼
〉茂
山
七
五
三
、〈
砧
〉野
村
四
郎
。
9
月
15
日
、〈
嵐
山
・
白
頭
働
キ
入
リ
〉金
春
安
明（
間
狂
言〈
猿
聟
〉野
村
万
之
丞
）、〈
定
家
〉浅
見
真
州
。
9
月
21
日
、
仕
舞〈
求
塚
〉髙
橋
章
、
狂
言〈
見
物
左
衛
門
・
深
草
祭
〉野
村
萬
。
9
月
28
日
、
狂
言〈
福
の
神
〉善
竹
忠
一
郎
、
狂
言〈
射
狸
〉山
本
東
次
郎
、
狂
言〈
木
実
争
〉野
村
萬
斎
。
【
新
し
い
企
画
公
演
】
◎
狂
言
こ
の
あ
た
り
乃
会
　
野
村
万
作
門
下
の
、
岡
聡
史
・
中
村
修
一
・
内
藤
連
・
飯
田
豪
の
4
人
に
よ
り
発
足
。
第
一
回
公
演
は
7
月
7
日
。
銕
仙
会
能
楽
研
修
所
。
狂
言〈
末
広
か
り
〉内
藤
連
、
飯
田
豪
、
深
田
博
治
、
狂
言〈
隠
狸
〉中
村
修
一
・
岡
聡
史
。
最
後
に
4
人
の
座
談
会
。
◎
第
一
回
土
乃
武
能
　
12
月
1
日
。
国
立
能
楽
堂
。〈
邯
鄲
〉高
橋
忍
、
狂
言〈
蝸
牛
〉野
村
萬
斎
、
ほ
か
。
高
橋
忍
に
よ
る
企
画
公
演
。
◎
鵜
澤
速
雄
十
三
回
忌
追
善
能
・
鵜
澤
洋
太
郎
の
会
　
12
月
23
日
。
国
立
能
楽
堂
。〈
道
成
寺
〉観
世
銕
之
丞
、
森
常
好
、
山
本
泰
太
郎
、
山
本
則
孝
、
一
噌
隆
之
、
鵜
澤
洋
太
郎
、
亀
井
広
忠
、
小
寺
真
佐
人
、
ほ
か
、
仕
舞〈
芭
蕉
〉観
世
清
和
、
語〈
二
千
石
〉山
本
東
次
郎
、
一
調〈
笠
之
段
〉　
梅
若
実
・
亀
井
忠
雄
、
一
調
一
管〈
江
口
〉野
村
四
郎
・
一
噌
庸
二
・
大
倉
源
次
郎
。
鵜
澤
洋
太
郎
主
催
の
初
め
て
の
会
。
◎
宝
生
流
企
画
公
演
「
夜
能
～
夜
楽
の
調
べ
」
　
平
成
30
年
1
月
か
ら
宝
生
能
楽
堂
で
始
ま
っ
た
企
画
。
毎
回
、
邦
楽
奏
者
を
招
き
、
能
楽
師
と
の
対
談
を
行
う
な
ど
の
新
し
い
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
2
月
公
演
で
は
雅
楽
、
4
月
は
箏
曲
、
5
月
は
尺
八
、
6
月
は
長
唄
、
11
月
は
箏
曲
、
と
い
っ
た
邦
楽
の
各
種
音
曲
と
、
能
や
仕
舞
を
共
に
楽
し
む
企
画
。
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【
復
曲
・
新
作
な
ど
】
◎
「
能
と
土
岐
善
麿
「
夢
殿
」
を
観
る
」
　
1
月
31
日
。
喜
多
能
楽
堂
。
第
一
部
が
、
三
田
誠
広
・
岩
城
賢
太
郎
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ
マ
ー
ト
に
よ
る
お
は
な
し
。
第
二
部
が
、
素
謡
〈
復
活
〉と
半
能〈
夢
殿
〉。
半
能〈
夢
殿
〉は
、
シ
テ
大
村
定
。
◎
金
剛
永
謹
の
会
第
32
回
東
京
公
演
・
新
作
能〈
面
影
〉─
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
「
女
と
影
」
に
よ
る
　
2
月
4
日
。
国
立
能
楽
堂
。
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
生
誕
150
年
記
念
。
ク
ロ
ー
デ
ル
が
舞
踊
詩
劇
と
し
て
作
っ
た
「
女
と
影
」
を
元
に
し
た
新
作
能
。
平
成
29
年
10
月
29
日
に
金
剛
能
楽
堂
で
初
演
の
後
の
東
京
公
演
。
シ
テ
金
剛
永
謹
。
◎
粟
谷
菊
生
十
三
回
忌
追
善
・
第
101
回
粟
谷
能
の
会
　
3
月
4
日
。
国
立
能
楽
堂
。〈
山
姫
〉粟
谷
能
夫
、
狂
言〈
武
悪
〉野
村
万
作
、〈
卒
都
婆
小
町
〉粟
谷
明
生
。〈
山
姫
〉は
喜
多
流
参
考
曲
の
復
曲
。
◎
第
19
回
一
乃
会
特
別
公
演
・
復
曲
能〈
鈴
木
三
郎
重
家
〉
　
3
月
29
日
。
国
立
能
楽
堂
。
シ
テ
鈴
木
啓
吾
。
◎
第
19
回
吉
次
郎
狂
言
会
　
5
月
27
日
。
国
立
能
楽
堂
。
復
曲
狂
言
試
演〈
隠
れ
笠
〉大
藏
教
義
、
狂
言〈
富
士
松
〉大
藏
彌
右
衛
門
、〈
千
切
木
〉大
藏
吉
次
郎
。
◎
第
5
回 
復
曲
試
演
の
会
「
実
方
」
　
6
月
10
日
。
京
都
観
世
会
館
。
講
演
「
水
鏡
に
映
っ
た
実
方
の
面
影
」
西
野
春
雄
、〈
実
方
〉片
山
九
郎
右
衛
門
、〈
野
守
・
白
頭
〉浦
田
保
浩
。
◎
新
作
能〈
田
道
間
守
〉
　
8
月
22
日
。
兵
庫
県
・
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
。
8
月
29
日
。
国
立
能
楽
堂
。
い
ず
れ
も
、
田
道
間
守
・
観
世
喜
正
、
橘
の
精
・
林
宗
一
郎
、
ほ
か
。
演
出
・
四
世
梅
若
実
、
監
修
・
十
三
世
林
喜
右
衛
門
。
平
成
26
年
3
月
に
初
演
し
て
か
ら
初
め
て
の
再
演
。
◎
第
41
回
能
に
し
た
し
む
会
・
復
曲
能〈
わ
た
つ
み
〉
　
9
月
2
日
。
京
都
観
世
会
館
。
平
成
29
年
に
福
岡
で
復
曲
初
演
し
た
後
の
再
演
。
シ
テ
片
山
伸
吾
。
◎
現
代
能〈
陰
陽
師
安
倍
晴
明
〉～
晴
明 
隠
さ
れ
た
謎
～
　
9
月
6
・
7
日
。
新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
。
梅
若
実
、
野
村
萬
斎
、
大
空
ゆ
う
ひ
、
桂
南
光
ほ
か
。
平
成
13
年
に
初
演
さ
れ
た
同
曲
を
、
藤
間
勘
十
郎
の
脚
本
補
綴
、
野
村
萬
斎
の
演
出
に
よ
り
上
演
。
◎
新
作
能〈
沖
宮
〉東
京
公
演
　
11
月
18
日
。
国
立
能
楽
堂
。
天
草
四
郎
・
金
剛
龍
謹
、
竜
神
・
金
剛
永
謹
、
ほ
か
。
原
作
・
石
牟
礼
道
子
。
舞
台
監
修
・
金
剛
永
謹
、
衣
装
監
修
・
志
村
ふ
く
み
、
詞
章
監
修
・
中
村
健
史
。
◎
万
作
を
観
る
会
　
11
月
21
日
・
25
日
。
作
・
高
橋
康
也
、
演
出
・
野
村
万
作
の〈
法
螺
侍
〉ほ
か
。
21
日
。
小
舞〈
名
取
川
〉飯
田
豪
、
小
舞〈
景
清 
後
〉岡
聡
史
、
〈
昆
布
売
〉野
村
裕
基
、
野
村
太
一
郎
、
新
作〈
法
螺
侍
〉野
村
万
作
・
野
村
萬
斎
・
深
田
博
治
・
月
崎
晴
夫
・
石
田
幸
雄
・
高
野
和
憲
。
25
日
。
小
舞〈
道
明
寺
〉野
村
遼
太
、〈
宗
論
〉中
村
修
一
・
内
藤
連
・
竹
山
悠
樹
、
新
作〈
法
螺
侍
〉野
村
万
作
ほ
か（
右
に
同
）。
い
ず
れ
も
国
立
能
楽
堂
。
◎
第
10
回
記
念
東
京
満
次
郎
の
会
　
11
月
24
・
25
日
の
二
日
間
の
公
演
。
24
日
、〈
安
宅
・
延
年
之
舞 
貝
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立
〉辰
巳
満
次
郎
、
ほ
か
。
25
日
新
作
能〈
オ
セ
ロ
〉辰
巳
満
次
郎
、
ほ
か
。〈
オ
セ
ロ
〉は
、
脚
本
・
作
章
・
泉
紀
子
、
演
出
・
節
付
・
辰
巳
満
次
郎
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
戯
曲
を
能
に
翻
案
。
【
海
外
公
演
】
◎
ル
ー
マ
ニ
ア
公
演
　
6
月
14
・
15
日
。
ル
ー
マ
ニ
ア
・
シ
ビ
ウ
市
の
チ
ス
ナ
デ
ィ
オ
ラ
砦
要
塞
教
会
。〈
敦
盛
〉山
本
章
弘
、
ほ
か
。
◎
ア
メ
リ
カ
・
ハ
リ
ウ
ッ
ド
公
演
　
8
月
3
日
。
ア
メ
リ
カ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ノ
ー
ス
ハ
リ
ウ
ッ
ド
。
〈
羽
衣
〉〈
土
蜘
蛛
〉勝
海
登
、
ほ
か
。
【
そ
の
他
の
新
し
い
試
み
】
◎
三
番
叟
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ⅱ
　
1
月
2
・
3
日
。
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
野
村
萬
斎
の
総
合
演
出
の
も
と
、
野
村
萬
斎
の〈
三
番
叟
〉と
映
像
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
映
像
演
出
・
真
鍋
大
度
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
Ｃ
Ｇ
制
作
・
橋
本
善
久
。
主
催
・
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
企
画
制
作
・
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
。
◎
大
槻
能
楽
堂
自
主
公
演
・
研
究
公
演　
原
作〈
養
老
〉
　
2
月
3
日
。
齊
藤
信
隆（
前
シ
テ
）、
多
久
島
利
之（
後
シ
テ
）、
齊
藤
信
輔（
ツ
レ
）、
福
王
知
登（
ワ
キ
）、
ほ
か
。〈
養
老
〉が
本
来
は
護
法
型
の
能
で
あ
っ
た
と
い
う
説
に
基
づ
く
演
出
で
の
上
演
。
護
法
型
は
、
前
半
の
主
役
が
退
場
せ
ず
に
後
半
ま
で
残
り
、
そ
こ
に
後
半
の
主
役
が
登
場
す
る
形
態
の
能
。
能
の
前
に
、
大
谷
節
子
・
天
野
文
雄
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
「〈
護
法
型
〉を
め
ぐ
っ
て
」
が
、
能
の
後
に
は
こ
の
両
者
に
大
槻
文
藏
を
交
え
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
原
作〈
養
老
〉を
見
て
」
が
行
わ
れ
た
。
◎
能
楽
の
水
鏡
─
映
像
に
映
す
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
─
　
2
月
12
日
。
日
経
ホ
ー
ル
。
宝
生
和
英
に
よ
る〈
羽
衣
〉に
、
イ
メ
ー
ジ
映
像
や
文
字
情
報
を
重
ね
る
試
み
。
能
装
束
の
展
示
や
、
い
と
う
せ
い
こ
う
・
宝
生
和
英
に
よ
る
ト
ー
ク
も
行
わ
れ
た
。
◎
花
花
能
　
2
月
11
～
13
日
。
観
世
能
楽
堂
。
漫
画
家
・
成
田
美
名
子
の
画
業
40
周
年
を
記
念
し
、
白
泉
社
が
主
催
し
て
、
漫
画
「
花
よ
り
も
花
の
如
く
」
の
主
人
公
が
作
中
で
演
じ
た
能
な
ど
を
上
演
。
2
月
11
日
、〈
羽
衣
・
和
合
之
舞
〉長
山
桂
三
、
狂
言〈
福
の
神
〉山
本
東
次
郎
、
半
能〈
石
橋
・
師
資
十
二
段
之
式
〉観
世
銕
之
丞
、
ほ
か
。
12
日
、
観
世
銕
之
丞
と
成
田
美
名
子
に
よ
る
対
談
の
後
、
狂
言〈
昆
布
売
〉山
本
泰
太
郎
、
〈
葵
上
・
梓
之
出 
空
之
祈
〉馬
野
正
基
、
ほ
か
。
13
日
、
舞
囃
子〈
天
鼓
・
盤
渉
〉観
世
銕
之
丞
、
狂
言〈
蝸
牛
〉野
村
萬
斎
、〈
土
蜘
蛛
〉谷
本
健
吾
、
ほ
か
。
◎
青
山
実
験
工
房
　
湯
浅
譲
二
や
武
満
徹
、
現
代
作
曲
家
に
よ
る
音
楽
、
舞
踏
、
演
劇
、
美
術
、
能
楽
を
能
舞
台
で
共
鳴
さ
せ
る
試
み
。
清
水
寛
二
が
中
心
と
な
り
、
平
成
30
年
で
は
4
月
と
12
月
に
公
演
を
行
っ
た
。
　
第
1
回
青
山
実
験
工
房
は
、
4
月
21
日
～
22
日
。
能
楽
師
以
外
で
は
、
高
橋
ア
キ（
ピ
ア
ノ
）、
中
村
明
一（
尺
八
）、
中
村
鶴
城（
琵
琶
）、
佐
藤
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紀
雄（
ギ
タ
ー
）、
會
田
瑞
樹（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）な
ど
と
多
彩
な
共
演
が
試
み
ら
れ
た
。
能
の
囃
子
方
出
演
は
亀
井
広
忠
、
田
邊
恭
資
、
松
田
弘
之
。
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
21
日
昼
「
能
舞
台
に
響
く
、
現
代
音
楽
と
舞
」。
21
日
夜
、〈
隅
田
川
〉清
水
寛
二
、
ほ
か
。
22
日
「
サ
テ
ィ
∞
能
」（
エ
リ
ッ
ク
・
サ
テ
ィ
の
ピ
ア
ノ
曲
と
舞
踏
・
舞
・
朗
読
な
ど
の
共
演
）。
　
第
2
回
青
山
実
験
工
房
は
12
月
6
～
8
日
。
6
日
、「
砂
の
女
」（
内
藤
明
美
作
曲
）、
能〈
井
筒
〉清
水
寛
二
、
ほ
か
。
7
日
、「
中
有
」（
福
島
和
夫
作
曲
）清
水
寛
二
ほ
か
、「
水
の
曲
」（
武
満
徹
作
曲
）舞
・
観
世
銕
之
丞
、
舞
囃
子〈
砧
〉野
村
四
郎
、「
雪
は
降
る
」（
湯
浅
譲
二
作
曲
、
詩
・
三
好
達
治
）舞
・
清
水
寛
二
。
8
日
午
後
、
影
能〈
鵺
〉舞
・
清
水
寛
二
、
映
像
セ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
・
飯
名
尚
人
、
ほ
か
。
8
日
夜
、
「LU
CIFER
」（
森
本
恭
正
作
曲
）、〈
芭
蕉
〉清
水
寛
二
、
ほ
か
。
い
ず
れ
も
銕
仙
会
能
楽
研
修
所
。
◎
3
Ｄ
能
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム〈
清
経
〉〈
熊
野
〉〈
船
弁
慶
〉〈
葵
上
〉
　
11
月
28
日
～
12
月
2
日
。
東
京
芸
術
劇
場
シ
ア
タ
ー
イ
ー
ス
ト
。
専
用
の
3
Ｄ
眼
鏡
を
着
用
し
、
舞
台
後
方
の
特
殊
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
3
Ｄ
の
立
体
映
像
と
共
に
能
を
見
る
形
態
。
演
出
・
奥
秀
太
郎
、
映
像
技
術
・
福
地
健
太
郎
、
ワ
キ（
録
音
）・
大
日
方
寛
、
囃
子（
録
音
）・
熊
本
俊
太
郎
・
飯
田
清
一
・
亀
井
広
忠
・
林
雄
一
郎
、
語
り
部
（
録
音
）・
石
川
界
人
。
企
画
制
作
・
3
Ｄ
能
製
作
委
員
会
、
協
力
・
Panasonic
・
明
治
大
学
。
【
そ
の
他
】
　
平
成
30
年
7
月
、
台
風
7
号
と
梅
雨
前
線
な
ど
の
影
響
で
、
特
に
西
日
本
を
集
中
豪
雨
が
襲
っ
た
。
年
末
に
能
楽
協
会
大
阪
支
部
の
主
催
で
行
わ
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
で
の
収
益
は
、
西
日
本
豪
雨
の
被
災
地
へ
贈
ら
れ
た
。
◎
第
3
回
み
お
つ
く
し
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
能
　
12
月
23
日
。
大
槻
能
楽
堂
。
第
一
部
、〈
橋
弁
慶
〉山
中
雅
志
、
狂
言
〈
因
幡
堂
〉善
竹
隆
司
、〈
杜
若
〉寺
澤
幸
祐
、
ほ
か
。
第
二
部
、
能〈
草
子
洗
小
町
・
替
装
束
〉大
西
礼
久
、
狂
言〈
蟹
山
伏
〉善
竹
隆
平
、〈
鵜
飼
〉高
林
呻
二
、
ほ
か
。
襲
名
・
そ
の
他
◎
シ
テ
方
観
世
流
の
梅
若
六
郎
玄
祥
が
、
2
月
に
四
世
実
を
襲
名
し
た
。
◎
狂
言
方
大
蔵
流
の
善
竹
忠
一
郎
が
、
11
月
に
彌
五
郎
を
襲
名
し
た
。
◎
笛
方
藤
田
流
十
一
世
宗
家
、
藤
田
六
郎
兵
衛
の
逝
去
に
伴
い
、
12
月
、
二
十
六
世
観
世
宗
家
観
世
清
和
が
藤
田
流
宗
家
預
り
に
就
い
た
。
栄
誉
・
受
賞
◎ 
第
20
回
千
田
是
也
賞（
毎
日
芸
術
賞
の
演
劇
部
門
寄
託
賞
）　
野
村
萬
斎（
狂
言
方
和
泉
流
）
　
平
成
29
年
7
月
の
「
子
午
線
の
祀
り
」（
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
）の
演
出
・
出
演
が
受
賞
理
由
。
◎
文
化
庁
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞　
杉
市
和（
笛
方
森
田
流
）
　
平
成
29
年
10
月
の
片
山
幽
雪
三
回
忌
追
善
京
都
公
演
に
お
け
る〈
檜
垣
〉（
シ
テ
片
山
九
郎
右
衛
門
）に
お
け
る
成
果
が
受
賞
理
由
。
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◎ 
第
54
回
大
阪
文
化
祭
賞（
第
一
部
門
）　
Ｔ
Ｔ
Ｒ
能
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
小
鼓
方
幸
流
・
成
田
達
志
と
大
鼓
方
大
倉
流
・
山
本
哲
也
に
よ
る
能
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
）
　
平
成
29
年
8
月
の
Ｔ
Ｔ
Ｒ
能
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
15
周
年
特
別
公
演〈
定
家
〉（
シ
テ
大
槻
文
藏
）の
成
果
が
受
賞
理
由
。
◎
第
39
回
松
尾
芸
能
賞　
藤
田
六
郎
兵
衛（
笛
方
藤
田
流
）
◎
春
の
褒
章　
旭
日
小
綬
章　
野
村
四
郎（
シ
テ
方
観
世
流
）
◎
秋
の
褒
章　
紫
綬
褒
章　
金
剛
永
謹（
シ
テ
方
金
剛
流
）
◎
秋
の
褒
章　
旭
日
双
光
章　
豊
嶋
三
千
春（
シ
テ
方
金
剛
流
）
◎
重
要
無
形
文
化
財（
人
間
国
宝
）　
柿
原
崇
志（
大
鼓
方
高
安
流
）
◎
文
化
功
労
者　
大
槻
文
藏（
シ
テ
方
観
世
流
）
◎ 
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞　
鵜
澤
久（
シ
テ
方
観
世
流
）・
杉
市
和（
笛
方
森
田
流
）
◎
催
花
賞　
高
林
白
牛
口
二（
シ
テ
方
喜
多
流
）
◎ 
文
化
庁
芸
術
祭
賞
優
秀
賞　
野
村
萬
斎（
狂
言
方
和
泉
流
）・
山
本
哲
也（
大
鼓
方
大
倉
流
）
日
本
能
楽
会
・
能
楽
協
会
関
係
◎
日
本
能
楽
会
【
役
員
構
成
】
《
会
長
》野
村
四
郎
《
副
会
長
・
常
務
理
事
》金
剛
永
謹
《
常
務
理
事
》観
世
清
和
・
亀
井
保
雄
・
豊
嶋
三
千
春
・
粟
谷
能
夫
・
高
安
勝
久
・
山
本
東
次
郎
《
理
事
》梅
若
玄
祥
・
浅
見
真
州
・
金
春
安
明
・
高
橋
忍
・
武
田
孝
史
・
宝
生
欣
哉
・
藤
田
六
郎
兵
衛
・
観
世
新
九
郎
・
亀
井
実
・
山
本
哲
也
・
小
寺
佐
七
・
茂
山
千
作
・
野
村
萬
斎
《
監
事
》小
林
与
志
郎
・
櫻
間
金
記
【
会
員
数
】
516
名
◎
能
楽
協
会
【
役
員
構
成
】（
平
成
30
年
6
月
選
任
役
員
）
《
理
事
長
》観
世
銕
之
丞
《
専
務
理
事
》本
田
光
洋
《
常
務
理
事
》武
田
宗
和
・
香
川
靖
嗣
・
國
川
純
・
観
世
喜
正
《
理
事
》一
噌
隆
之
・
井
上
裕
久
・
大
倉
源
次
郎
・
大
藏
彌
太
郎
・
金
井
雄
資
・
桜
井
均
・
種
田
道
一
・
辻
井
八
郎
・
中
村
邦
生
・
成
田
達
志
・
野
村
又
三
郎
・
廣
田
幸
稔
・
藤
波
重
彦
・
宝
生
欣
哉
・
水
上
優
・
山
井　
綱
雄
・
山
本
章
弘
《
監
事
》中
村
元
彦
・
丸
岡
圭
一
・
大
和
滋
《
顧
問
》野
村
萬
・
観
世
清
和
・
金
剛
永
謹
【
会
員
数
】
1
1
5
4
名
シ
テ　
観
世
380　
金
春
147　
宝
生
125　
金
剛
71　
喜
多
47　
小
計
770
名
ワ
キ　
高
安
13　
福
王
16　
宝
生
23　
小
計
52
名
笛　
　
一
噌
11　
森
田
41　
藤
田
4　
小
計
56
名
小
鼓　
幸
28　
幸
清
9　
大
倉
17　
観
世
5　
小
計
59
名
大
鼓　
葛
野
10　
高
安
11　
大
倉
10　
石
井
9　
観
世
2　
小
計
42
名
太
鼓　
観
世
17　
金
春
18　
小
計
35
名
236
狂
言　
大
蔵
77　
和
泉
63　
小
計
140
名
支
部
別　
東
京
553
名　
名
古
屋
名
93
名　
北
陸
79
名　
京
都
146
名　
大
阪
143
名　
神
戸
43
名　
九
州
77
名　
本
部
扱
20
名
物
故
者
●
小
寺
一
郎
　
シ
テ
方
観
世
流
。
1
月
29
日
、
虚
血
性
心
筋
梗
塞
の
た
め
逝
去
。
享
年
90
。
昭
和
2
年
生
ま
れ
。
●
石
牟
礼
道
子
　
作
家
。
2
月
10
日
、
逝
去
。
享
年
90
。
新
作
能〈
不
知
火
〉、
新
作
狂
言〈
な
ご
り
が
原
〉な
ど
を
残
す
。
●
笠
井
陸
　
シ
テ
方
喜
多
流
。
3
月
8
日
、
胃
が
ん
の
た
め
逝
去
。
享
年
76
。
昭
和
16
年
生
ま
れ
。
喜
多
実
に
師
事
。
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
。
●
小
川
明
宏
　
シ
テ
方
観
世
流
。
3
月
17
日
、
逝
去
。
享
年
78
。
昭
和
15
年
生
ま
れ
。
武
田
四
郎
、
武
田
太
加
志
、
武
田
志
房
に
師
事
。
●
権
藤
芳
一
　
能
楽
評
論
家
。
3
月
30
日
、
逝
去
。
享
年
87
。
昭
和
33
年
か
ら
京
都
観
世
会
館
に
事
務
局
長
と
し
て
30
年
間
勤
務
。
著
書
に
『
能
楽
手
帖
』
（
能
楽
書
林
）、『
戦
後
関
西
能
楽
誌
』『
平
成
関
西
能
楽
誌
』（
和
泉
書
院
）な
ど
。
●
一
噌
仙
幸
　
笛
方
一
噌
流
。
4
月
24
日
、
肺
疾
患
の
た
め
逝
去
。
享
年
77
。
昭
和
15
年
生
ま
れ
。
藤
田
大
五
郎
に
師
事
。
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
人
間
国
宝
）。
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
、
紫
綬
褒
章
、
恩
賜
賞
・
日
本
芸
術
院
賞
受
賞
。
能
楽
協
会
、
日
本
能
楽
会
理
事
な
ど
を
歴
任
。
●
小
林
責
　
能
楽
研
究
家
。
5
月
22
日
、
老
衰
の
た
め
逝
去
。
享
年
89
。
昭
和
3
年
生
ま
れ
。
著
書
・
共
著
に
『
能
楽
大
事
典
』（
筑
摩
書
房
）、『
狂
言
を
楽
し
む
』（
平
凡
社
）、『
狂
言
史
研
究
』（
わ
ん
や
書
店
）な
ど
。
田
辺
尚
雄
賞
、
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
受
賞
。
●
前
西
芳
雄
　
6
月
、
逝
去
。
享
年
96
。
大
正
11
年
生
ま
れ
。
昭
和
12
年
か
ら
平
成
5
年
ま
で
檜
書
店
に
勤
務
の
後
、
金
剛
能
楽
堂
財
団
に
勤
務
。
京
都
観
世
会
監
事
、
金
剛
会
監
事
な
ど
を
務
め
、
京
観
世
や
金
剛
流
の
歴
史
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
。
催
花
賞
受
賞
。
●
藤
田
六
郎
兵
衛
重
昭
　
笛
方
藤
田
流
十
一
世
家
元
。
8
月
28
日
、
肝
臓
が
ん
の
た
め
逝
去
。
享
年
64
。
昭
和
28
年
生
ま
れ
。
昭
和
55
年
家
元
継
承
、
57
年
六
郎
兵
衛
襲
名
。
日
本
能
楽
会
理
事
。
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
、
文
化
庁
芸
術
祭
大
賞
、
中
日
文
化
賞
、
松
尾
芸
能
賞
優
秀
賞
等
受
賞
。
●
井
上
菊
次
郎
　
狂
言
方
和
泉
流
。
四
世
井
上
菊
次
郎
。
12
月
5
日
、
逝
去
。
享
年
77
。
昭
和
16
年
生
ま
れ
。
父
の
三
世
井
上
菊
次
郎
に
師
事
。
狂
言
共
同
社
代
表
。
日
本
能
楽
会
理
事
。
●
福
井
四
郎
兵
衛
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小
鼓
方
幸
清
流
。
12
月
17
日
、
心
不
全
の
た
め
逝
去
。
享
年
88
。
昭
和
5
年
生
ま
れ
。
九
世
福
井
五
郎
及
び
十
四
世
幸
円
次
郎
に
師
事
。
日
本
能
楽
会
理
事
。
